




































































































テレビ 本 新聞 雑誌 インターネット TVゲーム
元気が出た事 １ ２ ６ ４ ５ ３
勉強に役立てた事 ２ １ ３ ５ ４ ６
遊びに役立てた事 １ ２ ６ ４ ５ ３
〔中学生〕
テレビ 本 新聞 雑誌 インターネット TVゲーム
元気が出た事 １ ２ ５ ３ ６ ４
勉強に役立てた事 ２ １ ３ ４ ５ ６
遊びに役立てた事 １ ２ ６ ３ ５ ４
〔高校生〕
テレビ 本 新聞 雑誌 インターネット TVゲーム
元気が出た事 １ ２ ５ ３ ６ ４
勉強に役立てた事 ２ １ ３ ４ ５ ６



































１ 新聞を教材として利用する ８ 新聞を分析・評価の対象とする
２ TVを教材として利用する ９ インターネットを調べ学習として利用する
３ 新聞を調べ学習として利用する 1? インターネットのアクセス方法を学ばせる
４ パソコンを調べ学習として利用する 1? TVを分析・評価の対象とする
５ 新聞の制作をさせる 1? インターネットを分析・評価の対象とする
６ パソコンの操作方法を習得させる 1? ホームページの制作をさせる



























テレビ 本 新聞 雑誌 インターネット
本当のことと違う ２ １ ４ ３ ５
考え方が偏っている １ ２ ４ ３ ５
人の気持ちを傷つけている １ ３ ２ ４ ５
〔中学生〕
テレビ 本 新聞 雑誌 インターネット
本当のことと違う １ ２ ４ ３ ５
考え方が偏っている １ ２ ４ ３ ５
人の気持ちを傷つけている １ ４ ２ ３ ５
〔高校生〕
テレビ 本 新聞 雑誌 インターネット
本当のことと違う １ ３ ４ ２ ５
考え方が偏っている １ ３ ４ ２ ５























































































メディア行動の変化 手紙を出すこと ▲ 2?.3
TVを見ること ▲ 3?.3
電話をかけること ▲ 3?.5



























録画ビデオの授業への利用 3?.4 5?.7 1?.7 2.2
図書資料のデータベース化 4?.7 3?.8 1?.6 1?.8
オーディオ・カセット教材の利用 3?.2 4?.8 1?.2 7.8
電子メールや電子掲示板による事務連絡 2?.6 2?.7 1?.2 2?.5
パソコンによるプレゼンテーション 1?.4 4?.9 2?.2 1?.5
インターネットによる教材の提供 1?.4 4?.2 2?.8 1?.7
電子メールによる課題の抽出 1?.2 3?.2 2?.1 2?.4
電子掲示板や電子メールによる授業への質問
や学生間の討議
1?.9 3?.4 2?.9 2?.7
ビデオカメラやデジタルカメラの授業での利用 9.5 4?.3 3?.3 1?.9
CD―ROM 教材の利用 6.3 3?.3 3?.7 1?.6










授業の提供 3?.3 5?.1 1?.7
学生がインターネットによって収集した情報による授業 3?.8 5?.8 9.5
電子メールによる学生からのレポート提出 5?.4 4?.3 5.3
電子メールや電子掲示板による事務連絡 6?.8 2?.7 3.5
ホームページを利用した学生の情報交換 3?.9 4?.8 1?.3



























































⑺ 「NIE」とは英語のNewspaper in Educationの略で，「教育に新聞を」の意味である。朝日新聞のHP
（http://www.asahi.com/edu/nie/#aboutnie）によれば，「授業で新聞を『生きた教材』として使う運動」
と説明されている。
⑻ 秋田新聞のHP（http://www.edu.city.akita.akita.jp/?skr-c/kenkyu/sakura1?/3? nie.html）によ
れば，NIEの起源として，1?5?年にアイオワ州で「中学生の文字との接触調査」を実施したところ，5?0?
人の生徒の４割が教室の外で文字をまったく読まないとの回答が得られ，これに驚いた地元紙『デモイン
・レジスター』が，米国教育協会の協力を得てこの運動を始めた，とされている。なお，NIEについての
詳細は，財団法人日本新聞教育文化財団のHP（http://www.pressnet.or.jp/nie/nie.htm）を参照のこ
と。
⑼ 「生涯学習社会におけるメディア・リテラシーに関する総合的研究 学校教育・中間報告書」（平成1?年
３月，国立教育研究所）においては，メディアからの情報が信頼できるものであるか否かについて，信頼
を疑わせるような経験が「よくある」「ときどきある」「あまりない」「まったくない」の四件法で尋ねて
いる。本文の順位は，このうち「よくある」「ときどきある」の割合の合計を比較してつけたものである。
? 「生涯学習社会におけるメディア・リテラシーに関する総合的研究 学校教育・中間報告書」（平成1?年
３月，国立教育研究所）9?頁。
? 村野井均ほか編「学校と地域で育てるメディア・リテラシー」（ナカニシヤ出版，1?9?年）8?-9?頁。
? 前掲書 9?-9?頁。
? 平成1?年度「情報通信白書」8?頁。
? メディア教育開発センター「高等教育におけるマルチメディア利用実態調査（1?9?年度）」６頁。
表５-９ 企業が求める IT活用能力の変化
（単位：％）
３年前 現在
ITを活用した新規ビジネスの企画 6.6 1?.2
IT活用による業務改革の企画 1?.1 4?.7
IT活用の実行計画の策定 7.8 7.0
IT活用のプロジェクト推進 5.5 7.3
IT機器操作・設定能力 2?.9 4.8
情報システムのソフトウェア開発 1?.0 2.9
情報システム運営・管理 1?.9 7.8
IT専門知識 1?.3 4.3
出典）「ITと国民生活に関する調査分析」（平成1?年，総務省）より
70
? 前掲書 2?頁。
? 前掲書 6?頁。
? 前掲書 3?頁。
? 本文中の「メディア・リテラシー論のねらい」については，同大学の2?0?年度のシラバスから引用し
た。詳細は立命館大学産業社会学部のシラバスのHP（http://www.ritsumei.ac.jp/cgi-bin/syllabus/ss
 
list.cgi）を参照のこと。
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メディア・リテラシー教育の重要性
